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念
式
典
で
は
執
行
者
が
「
我
々
は
、
北
部
方
面
隊
の
活
動
す
る
上
で
必
要
と
な

る
物
品
の
補
給
、
装
備
品
の
整
備
等
を
担
当
し
、
そ
の
基
盤
を
構
築
す
る
こ
と

を
任
務
と
し
、
我
が
国
を
守
り
抜
く
た
め
に
は
、
我
々
が
北
部
方
面
隊
の
活
動

を
支
え
る
あ
ら
ゆ
る
任
務
を
完
遂
す
る
こ
と
が
必
須
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
国

防
の
土
台
を
支
え
る
隊
員
で
あ
る
自
覚
を
持
ち
、
自
衛
官
と
な
る
時
に
宣
誓
し

た
、
事
に
臨
ん
で
は
危
険
を
顧
み
ず
身
を
も
っ
て
責
務
の
完
遂
に
努
め
、
も
っ

て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
と
の
初
心
に
立
ち
返
り
、
国
民
の
皆
様
の
安
全
の
源

と
な
る
べ
く
、
日
々
の
教
育
訓
練
、
恒
常
業
務
に
精
励
す
る
。
」
と
式
辞
を
述

べ
た
。

　
訓
練
展
示
で
は
、
部
隊
が
装
備
す
る
各
種
装
備
品
の
性
能
や
運
用
を
理
解
で

き
る
よ
う
、
陣
地
占
領
、
対
空
射
撃
準
備
、
後
方
支
援
活
動
な
ど
の
戦
闘
か
ら

兵
站
の
場
面
に
至
る
島
松
駐
屯
地
な
ら
で
は
の
各
種
行
動
を
展
示
し
た
。

　
祝
賀
会
食
で
は
、
恵
庭
岳
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
演
奏
に
始
ま
り
大
い
に
盛
り

上
が
り
、
最
後
は
島
松
親
和
会
会
長
と
歴
代
処
長
等
が
共
に
壇
上
に
上
が
り
３

本
締
め
で
お
開
き
と
な
っ
た
。

　
装
備
品
展
示
で
は
目
玉
で
あ
る
各
種
大
型
装
軌
車
両
の
エ
ン
ジ
ン
を
展
示
し

た
。
各
世
代
の
戦
車
用
エ
ン
ジ
ン
が
並
ぶ
珍
し
い
光
景
に
来
場
者
は
目
を
輝
か

 北海道補給処及び島松駐屯地 
　　創立７２周年記念行事

栄誉礼を受ける駐屯地司令

　
島
松
駐
屯
地
（
司
令
　
藤
丸

　
陸
将
補
）
は
７
月
７
日
（
日
）
、

「
北
海
道
補
給
処
及
び
島
松
駐

屯
地
創
立
７
２
周
年
記
念
行
事
」

を
挙
行
し
た
。
あ
い
に
く
の
天

気
で
の
行
事
開
催
と
な
っ
た
が
、

国
会
議
員
を
は
じ
め
、
道
議
会

議
員
、
恵
庭
市
長
、
各
自
治
体

首
長
、
関
係
協
力
団
体
な
ど
来

賓
約
１
５
０
名
が
臨
席
す
る
ほ

か
、
１
３
４
２
人
に
の
ぼ
る
地

域
の
方
々
の
来
訪
を
受
け
、
感

謝
状
贈
呈
式
、
記
念
式
典
、
音

楽
演
奏
、
訓
練
展
示
な
ど
を
行

い
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
た
。

　
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
日
頃

か
ら
の
北
海
道
補
給
処
及
び
駐

屯
地
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
18

名
の
個
人
、
企
業
に
対
し
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。
そ
の
後
、
記

せ
て
い
た
。
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー

ジ
で
予
定
し
て
い
た
恵
庭
岳
太

鼓
と
方
面
音
楽
隊
の
演
奏
は
雨

に
よ
り
残
念
な
が
ら
中
止
と
な

っ
た
が
、
90
式
戦
車
と
高
機
動

車
の
装
備
品
試
乗
、
射
的
や
ヨ

ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
曹
友
会
イ

ベ
ン
ト
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
等
に

よ
る
展
示
即
売
店
、
缶
バ
ッ
チ

釣
り
や
子
供
用
戦
闘
服
の
試
着

体
験
の
募
集
広
報
ブ
ー
ス
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
家
族
連
れ
が
一
般

開
放
を
楽
し
み
、
駐
屯
地
を
後

に
し
た
。

記念式典国旗奉迎参列部隊指揮官（副処長　梅木１佐）

状況開始のらっぱ吹奏訓練展示曹友会イベント

感謝状贈呈
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記念式典

装備品展示　入浴セット 観閲行進

糧食卸下（別海）

語学学習中 警戒施設構築

北
部
方
面
後
方
支
援
隊

　
　
　
　
　
　
　
創
隊
24
周
年
記
念
行
事

06
Ｊ
Ｘ
Ｒ
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
補
給
処
補
給
部

第
１
回
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
訓
練

　
　
　 

北
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部
付
隊

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
利
用
促
進
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
北
海
道
補
給
処
装
備
計
画
部

　
近
年
、
働
き
方
改
革
と
と
も

に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と

い
う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
も
フ
レ
ッ
ク
ス
タ

イ
ム
制
は
平
成
28
年
か
ら
各
省

庁
の
職
員
も
原
則
と
し
て
利
用

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
我
が
装

備
計
画
部
に
お
い
て
も
少
し
ず

つ
利
用
率
が
高
ま
っ
て
き
て
い

ま
す
。
終
礼
時
間
を
早
め
る
等

組
織
と
し
て
工
夫
し
、
現
在
は

約
40
％
の
隊
員
が
利
用
す
る
中
、

そ
の
時
間
で
育
児
、
語
学
の
習

得
、
通
院
、
ゴ
ル
フ
の
自
己
啓
発
、

家
族
孝
行
等
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

　
効
率
的
に
時
間
を
活
用
し
心

身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
は
仕
事
へ
の
意
欲
を
高
め

る
と
と
も
に
、
一
人
の
人
間
と

し
て
充
実
し
た
人
生
を
歩
む
う

え
で
重
要
な
時
間
に
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
Ｏ
Ｂ
連
合
会
で
は
、
年
間
５

回
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
は
５
月
23
日
（
木
）

エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
に
て
コ
ン
ペ

（
Ｗ
ぺ
リ
ア
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

晴
天
の
中
、
参
加
者
21
名
で
戦

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
鳥
居
正
氏

が
見
事
優
勝
、
第
２
回
目
は
６

月
14
日
（
金
）
グ
レ
ー
ト
札
幌
Ｃ

Ｃ
に
て
（
Ｈ
Ｄ
Ｃ
Ｐ
）
戦
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
優
勝
は
岡
田
亮

氏
が
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
も
ま
だ
３
回
予

定
し
て
い
ま
す
。
新
会
員
の
入

会
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
定

年
を
迎
え
ゴ
ル
フ
に
興
味
が
あ

る
隊
員
や
、
Ｏ
Ｂ
会
員
で
時
間

に
余
裕
が
あ
り
是
非
一
緒
に
プ

レ
ー
を
希
望
す
る
会
員
な
ど
、

友
人
を
お
誘
い
い
た
だ
き
連
合

会
ゴ
ル
フ
部
で
一
緒
に
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
ま
し
ょ
う
。

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
（
隊

長
　
小
薗
井
１
佐
）
は
、
令
和

６
年
５
月
25
日
（
土
）
、
島
松

駐
屯
地
に
お
い
て
北
部
方
面
後

方
支
援
隊
創
隊
24
周
年
記
念

行
事
を
挙
行
し
た
。

　
記
念
式
典
に
は
、
恵
庭
市
自

衛
隊
協
力
会
会
長
　
原
田
裕
様
、

衆
議
院
議
員
　
和
田
義
明
様
、

参
議
院
議
員
　
岩
本
剛
人
様
、

鈴
木
宗
男
様
は
じ
め
、
多
数
の

皆
様
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
長
は
、

式
辞
に
お
い
て
「
我
々
は
、
引

き
続
き
、
更
な
る
精
進
を
重
ね
、

あ
ら
ゆ
る
事
態
に
対
応
す
る
た

め
に
、
即
応
性
と
持
続
性
を
も

っ
て
、
支
援
任
務
を
完
遂
し
、

も
っ
て
道
民
の
皆
様
は
も
と
よ

り
、
国
民
の
負
託
に
応
え
て
い

く
こ
と
を
改
め
て
お
誓
い
申
し

上
げ
ま
す
。
」
と
力
強
く
述
べ

た
。

　
記
念
式
典
に
引
き
続
き
、
美

し
い
音
色
を
奏
で
た
北
部
方
面

音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
日
頃
の

練
成
成
果
の
一
部
と
し
て
野
外

に
お
け
る
補
給
業
務
の
展
示
と
、

女
性
自
衛
官
に
よ
る
格
闘
展
示

を
行
う
と
と
も
に
、
隷
下
全
部

隊
に
よ
る
観
閲
行
進
が
実
施
さ

れ
、
来
場
者
を
沸
か
せ
た
。

　
ま
た
、
北
部
方
面
後
方
支
援

隊
Ｏ
Ｂ
会
と
の
共
催
に
よ
る
記

念
会
食
が
催
さ
れ
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
な
か
、
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

　
北
部
方
面
後
方
支
援
隊
本
部

付
隊
（
付
隊
長
　
伊
尾
木
一
尉
）

は
、
令
和
６
年
６
月
４
日
か
ら

７
日
ま
で
の
間
、
北
海
道
大
演

習
場
東
千
歳
地
区
に
お
い
て
、

令
和
６
年
度
第
１
回
北
部
方
面

後
方
支
援
隊
訓
練
に
参
加
し
た
。

　
本
部
付
隊
は
、
北
部
方
面
後

方
支
援
隊
本
部
を
支
援
す
る
こ

と
を
任
務
と
し
て
、
隊
指
揮
所

の
開
設
・
保
営
、
警
戒
及
び
管
理

支
援
を
担
任
し
て
い
る
特
性
か

ら
、
本
訓
練
に
お
い
て
、
蛇
腹
式

鉄
条
網
並
び
に
「
ラ
イ
ナ
ー
プ

レ
ー
ト
」
を
利
用
し
た
警
戒
施

設
の
構
築
を
実
施
し
た
ほ
か
、

通
信
施
設
の
開
設
・
運
営
、
野
外

炊
事
訓
練
を
実
施
す
る
等
、
指

揮
所
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
練
度
の
向
上
を
図
る
こ

と
が
で
き
た
。

島
松
駐
屯
地
Ｏ
Ｂ
連
合
会
活
動
紹
介

　
　
　
　
　
　
事
務
局
長
　
小
林
　
亮
二

　
北
海
道
補
給
処
補
給
部
（
部

長
　
坂
本
２
佐
）
は
、
令
和
６

年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
（

06
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
に
お
い
て
、
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
対
処
計
画
に
基
づ
き
、
補

給
品
（
糧
食
3
8
4
0
0
食
）

を
パ
レ
ッ
ト
に
梱
包
、
７
ｔ
ト

ラ
ッ
ク
８
両
に
積
載
し
、
別
海

駐
屯
地
に
編
成
し
た
別
海
兵
站

支
援
群
補
給
小
隊
が
受
領
及
び

集
積
を
実
施
し
て
、
時
間
的
尺

度
、
梱
包
要
領
、
現
地
集
積
施

設
の
容
積
等
を
検
証
す
る
こ
と

で
、
計
画
の
実
効
性
を
確
認
し
、

処
及
び
方
面
の
訓
練
目
的
の
達

成
に
寄
与
し
た
。
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私
は
令
和
６
年
４
月
４
日
（
木
）

か
ら
同
年
６
月
22
日
（
土
）
ま

で
の
間
、
第
１
陸
曹
教
育
隊
で

実
施
さ
れ
た
第
１
４
５
期
陸
曹

候
補
生
課
程
に
教
育
入
校
し
ま

し
た
。

　
本
教
育
で
は
、
初
級
陸
曹
と

し
て
必
要
な
資
質
及
び
識
能
に

つ
い
て
学
び
、
特
に
小
部
隊
の

指
揮
官
と
し
て
の
状
況
判
断
能

力
及
び
実
員
指
揮
能
力
の
向
上

を
主
眼
に
、
同
期
74
名
と
切
磋

琢
磨
し
て
き
ま
し
た
。

　
教
育
開
始
当
初
は
分
か
ら
な

い
こ
と
が
多
く
と
て
も
不
安
で

し
た
が
、
同
期
の
助
け
や
助
教

の
「
こ
こ
で
諦
め
て
ど
う
す
る
？
」

の
言
葉
で
己
を
奮
い
立
た
せ
、

日
々
の
訓
練
に
励
み
、
徐
々
に

不
安
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
訓
練
に
お
い
て

は
組
長
と
し
て
参
加
し
教
育
で

培
っ
た
こ
と
を
全
て
出
し
切
り

職
務
を
全
う
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
部
隊
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
る
よ
う
日
々
精
進
し
、

理
想
の
陸
曹
像
に
近
づ
け
る
よ

う
訓
練
等
に
励
ん
で
い
き
ま
す
！

　
島
松
駐
屯
地
（
司
令
　
藤
丸

陸
将
補
）
は
、
令
和
６
年
４
月

23
日
（
火
）
、
令
和
６
年
度
駐

屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
行
事
を
実

施
し
た
。
　

　
司
令
か
ら
委
嘱
状
を
交
付
す

る
と
と
も
に
、
「
自
衛
隊
と
い

う
の
は
全
て
自
己
完
結
で
き
る

組
織
で
あ
り
、
島
松
駐
屯
地
は

み
な
さ
ん
が
想
像
し
て
い
る
よ

う
な
戦
車
や
レ
ン
ジ
ャ
ー
訓
練

な
ど
で
は
な
く
、
活
動
基
盤
を

支
え
る
駐
屯
地
で
す
。
少
し
特

殊
な
活
動
を
存
分
に
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。
」
と
挨
拶
を
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
駐
屯
地
モ
ニ
タ

ー
を
代
表
し
て
岡
田
氏
か
ら
「
厳

し
い
訓
練
や
活
動
を
行
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
１
年
間
モ
ニ
タ
ー
と
し
て

活
動
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
」
と
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　
行
事
終
了
後
は
史
料
館
に
お

い
て
駐
屯
地
の
歴
史
、
自
衛
隊

の
任
務
・
編
成
等
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
駐
屯
地
研
修
と
し

て
装
輪
工
作
工
場
、
被
服
工
場
、

各
倉
庫
を
研
修
し
た
。

　
今
年
度
の
駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー

は
男
性
２
名
、
女
性
３
名
で
１

年
間
モ
ニ
タ
ー
活
動
を
実
施
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
島
松

駐
屯
地
及
び
陸
上
自
衛
隊
に
対

す
る
貴
重
な
意
見
を
い
た
だ
け

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

　
基
地
通
信
中
隊
島
松
派
遣
隊

（
隊
長
　
椙
山
２
尉
）
は
、
令

和
６
年
６
月
４
日
（
火
）
・
６

日
（
木
）
（
東
千
歳
駐
屯
地
）

及
び
11
日
（
火
）
（
真
駒
内
駐

屯
地
）
に
実
施
さ
れ
た
、
通
信

群
持
続
走
競
技
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
各

人
の
練
成
成
果
を
十
分
に
発
揮

す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
で

昨
年
度
か
ら
の
伸
び
率
を
中
隊

長
よ
り
表
彰
さ
れ
、
堀
込
３
曹

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表彰された掘込３曹

第
１
４
５
期
陸
曹
候
補
生
課
程
を
修
了
し
て

第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
３
高
射
中
隊
　
長
友
士
長

駐
屯
地
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
行
事

通
信
群
持
続
走
競
技
会

第
３
１
３
基
地
通
信
中
隊
島
松
派
遣
隊

射撃準備（評定同期） 武装障害走競技会で好走

　
第
３
０
４
高
射
中
隊
（
中
隊

長
　
木
下
３
佐
）
は
４
月
11
日

（
木
）
か
ら
４
月
12
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
桜
森
高
射
教
育
訓

練
場
に
お
い
て
対
空
実
射
訓
練

を
実
施
し
た
。
中
隊
長
の
も
と
、

第
１
回
対
空
実
射
訓
練
群
指
導

に
向
け
、
実
戦
的
な
対
空
戦
闘

（
器
材
準
備
時
程
、
射
撃
準
備

時
程
の
練
成
及
び
射
撃
計
画
に

基
づ
い
た
対
空
戦
闘
を
意
識
し

た
訓
練
）
を
演
練
し
た
。
こ
の

際
、
各
隊
員
に
目
標
を
設
定
さ

せ
、
計
画
的
に
練
度
を
積
み
上

げ
る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
の
連

携
及
び
操
作
要
領
の
習
慣
化
に

よ
り
、
対
空
戦
闘
能
力
向
上
を

図
っ
た
。

　
今
後
も
10
月
下
旬
に
米
国
で

実
施
さ
れ
る
令
和
６
年
度
対
空

実
射
訓
練
検
閲
に
向
け
、
中
隊

一
丸
と
な
り
任
務
に
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
　
対
空
実
射
訓
練

　
第
１
高
射
特
科
群
第
３
０
４
高
射
中
隊

１年間よろしくお願いします
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第
１
０
４
補
給
大
隊
（
大
隊

長
　
奥
田
３
佐
）
は
、
令
和
６

年
５
月
14
日
（
火
）
か
ら
17
日

（
金
）
ま
で
の
間
、
第
５
回
即

応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
を
実

施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
演
習
場
春
季
定

期
整
備
の
期
間
中
に
実
施
さ
れ
、

そ
の
場
を
活
用
し
、
常
備
自
衛

官
と
と
も
に
、
座
学
・
実
習
を

通
し
て
築
城
に
必
要
な
土
の
う

の
作
成
要
領
及
び
堅
固
な
土
の

う
積
み
の
訓
練
を
行
っ
た
。

　
ま
た
即
応
予
備
自
衛
官
の
中

に
は
施
設
科
職
種
の
隊
員
も
お

り
、
即
応
予
備
自
衛
官
同
士
で

要
領
や
コ
ツ
を
教
え
合
う
場
面

も
あ
り
、
各
人
の
練
度
が
向
上

す
る
と
と
も
に
、
隊
員
間
の
連

携
の
向
上
も
図
る
こ
と
が
で
き

た
。

警
　
務
　
隊
　
情
　
報

即
応
予
備
自
衛
官

　
　
　
　
　
招
集
訓
練

　
　
第
１
０
４
補
給
大
隊

第
二
次
大
隊
訓
練

第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊

　
第
１
０
１
全
般
支
援
大
隊
（
大

隊
長
　
山
田
３
佐
）
は
、
令
和

６
年
６
月
４
日
（
火
）
か
ら
７

日
（
金
）
ま
で
の
間
、
北
海
道

大
演
習
場
東
千
歳
地
区
に
お
い

て
、
令
和
６
年
度
第
１
次
隊
訓

練
参
加
及
び
第
２
次
大
隊
訓
練

を
実
施
し
た
。

　
本
訓
練
は
、
各
種
事
態
対
処

に
お
け
る
野
戦
兵
站
部
隊
の
行

動
を
演
練
し
、
各
個
戦
闘
能
力

及
び
部
隊
行
動
能
力
の
練
度
向

上
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

組
織
的
な
警
戒
自
衛
戦
闘
訓
練

に
よ
り
、
部
隊
の
戦
闘
行
動
能

力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、

偽
施
設
及
び
偽
陣
地
の
構
築
、

対
特
殊
武
器
防
護
、
ド
ロ
ー
ン

対
応
行
動
等
の
演
練
を
実
施
し

た
。

　
ま
た
、
状
況
下
に
お
け
る
支

援
能
力
向
上
の
た
め
、
支
援
施

設
の
築
城
訓
練
及
び
状
況
下
に

お
け
る
支
援
業
務
を
演
練
し
、

部
隊
運
用
の
実
効
性
向
上
及
び

強
靭
な
隊
員
の
育
成
を
図
っ
た
。警　戒

土のう作成


